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図 1 応募企業の製品 
“瞬冷猪口 Cool Star” 

図 2 底面モデル 
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図 3 意匠を付与した猪口 
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 応募企業の製品(図 1)をふるさと納税の

返礼品に登録するにあたり、デジタルシボ

の技術を活用して、猪口の底に意匠の付与

を試みました。 
 

 

 

 意匠の検討を簡略化するために、猪口の

底面のみを切り出した底面モデルを作成し

ました。底面モデルに、南相馬市の花であ

る桜の形状を付与しました。次に、桜の形

状の周囲に、デジタルシボ技術を活用し皮

目や布目などのシボを施した底面モデルを

複数作成しました。 

意匠を施した底面モデルを 3D プリンタ

で出力し、出力品を比較することにより、

採用する意匠(図 2)を速やかに決定するこ

とができました。 

その後、マシニングセンタを使用して意

匠を付与した猪口(図 3)を削り出しまし

た。 

   

 

 

デジタルシボ技術を活用して、猪口の底

面に桜の形状と岩肌のシボを付け加えるこ

とができました。 
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